






1年間の進歩が明らかな点は,1)坐位時における1側の立膝をとる場面の増加(Fu,Hi,Sa),2

)歩行時の内股の滅少(Hi),3)背臥位から起き上りにおける全回転の消失(Hi,Sa,Ta),4)安

定した開眼片足立ち,5)片眼つぶりの完成(Sa,Ta),などであった。 

また,言語面での発達で目立つ点は,1)サ行→タ行へ変換の消失(Fu,Yo,Sa)鏡像文字の消失

(Fu)などであった。 

一方,前年度に比し進歩が目立たないと考えられた項目は,1)鉛筆,はしの持ち方(Sa),2)起

き上り動作における全回転の残存(Fu,Yo),3)坐位時の股関節内旋により臀部を床につける

機会が多い(Sa)片眼つぶりが右側は不能(Fu,Hi)などであった。 

以上,全体として発達の方向性を示しながら,発達の内容には個体差があり,さらに,昨年か

ら進歩停止の項目も見られたことは,発達に個体差があり,また,同一個体内でも各機能の

発達が全て平行して進むものではないことが示された。 

近く入学とともに,各種の教課毎の学習がはじまることになるが,少なくとも,当初は得手

不得手を生ずるであろう。たとえば,現在,平均発達以下と思われるバランス保持(Fu)など

は今後のスパートがあるかどうかが問題になろう。 


